学者が あって、 それが 学習者 を 指導し 各部 分の 専門的 

研究者 や 応用 家の 相談 相手に な つ て 行く とすれば 実に 

この 上 もない 事で ある。 しかし そのような 権威 は 今後 

ますます 少数になる だろうと 思われる。 そうなる と 止 

む を 得ず 間口の 広い 方の 権威者と 間口が 狭くて 奥行ば 

かり 深い 権威者 か 二つに 一 つよりしか ないような 場合 

がない とも 限らない。 このような 云わば 一元的 one 

dimensional な 権威と いえ ども 学修 者 研究者に と つ 

て 甚だ 必要な ものである 事 は 勿論で ある。 

今 ここに 夏休みに 温泉に 出かけよう とする 人が ある _ 

その 人に と つ て は 先ず 全国の 温泉 案内書の ような もの 



は 栄養に ならない。 しかるに 如何なる 案内 者と いえ ど 

も 絶対的に 誤謬の ない という 事 は 保証し 難い。 仮リに 

如何に 博学 多識の 学者 を 案内と して 名所 見物 をす ると 

しても、 その 人の 所説に は それぞれ 何 か 確かな 根拠 は 

あるか もしれ ない が、 それらの 根拠 を 一 つ 一 つ 批判的 

に 厳密に 調べて みても 一 点の 疑いの ない という 場合 は 

むしろ 稀であろう。 歴史上の 遺蹟 や 古 美術品の 案内 や 

紹介なら ば ともかく、 科学 上の 権威に おいて は そのよ 

うな ambiguity はあり 得べ からざる 事で はない かと 

いう 人が あるだろう が、 不幸に して 科学 上の 事柄で も 

畢竟 五十歩百歩 である。 



ものの 権威の 程度 は どのようであろう。 これ とても 決 

して 絶対的な もので はない。 

つまり 各部 門に おいて は 現在 既知の 知識の 終点 を究 

め、 同時に 未来の 進路に 対して 適当の 指針 を 与え 得る 

ものが 先ず 理想的の 権威と 称すべき もので は あるまい 

ゝ o 

力 

現在 既知の 科学的 知識 を 少しの 遺漏 もな く 知悉す る 

と いう 事が 実際に 言葉 通りに 可能で あるか どうか。 お 

そらく これ は 六 かしい 事であろう。 しかし 特殊の 題目 

に ついて 重なる 学術 国の 重なる 研究者の 研究の 結果 を 

up to date に 調べ 上げて、 その 題目に 対する 既得 知識 



の は、 全く この 旋毛 曲り が 出なかった ために 外なら な 

い。 レネ サン ス はすな わち 偉大な 旋毛 曲り の 輩出した 

時代で ある。 ガリ レ ー は その 執拗な 旋毛 曲り のために 

緦 目の 苦しみ を 受けなければ ならなかった。 ニュ— ト 

ンが デカルト 派の 形而上学 的 宇宙観から 割り出した 物 

理学 を 離れて Hypotheses non fingo と いう 立場から 

あのような 偉業 をした の もそう である。 Huygliens, 

Young が 微粒子 説 を 打破した のもフ ァ ラデ— が 

action at a distance を 無視した ので も、 ァ インス タイ 

ンが 時と 空間に 関する 伝習 的の 考え を 根本から 引 つ く 

り 返して 相対 率 原理の 基礎 を 置いた ので も、 いずれに 



の 弱点に ふれる 事 を 見る ので ある。 

エネ ルギ— 保存 説の 開祖 ロベルト • マイヤ— は、 当 

時の 物理の 世界から 見れば むしろ 旋毛 曲り の 頑固な 田 

舎 親爺で あつたに 相違 無い。 

(大正 四 年頃) 
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